


 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
 木材生産や二酸化炭素固定、水源涵養など森林の機能はいろいろありますが、エコツーリズム、
スポーツ、レジャー、森林浴、自然教育などの諸活動も含まれ、森林の訪問・体感利用と呼ばれて
います。これらは利用者と受入者など立場の違いや、自然に対する価値認識の違いで軋轢が生じる
こともありますが、同時に人びとがお互いの立場や異なる価値を学び合い、多様性の中での持続可
能な社会構築をともに目指していく機会ともなります。森林のレジャー利用について考えます。 
 
日時 2024 年 1 月 29 日（月）19 時～20 時 30 分ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

報告 平野悠一郎さん（森林総合研究所 主任研究員） 
参加費 無料 

定員 100 名 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 マスコミやネットで目にするマウンテンバイクやトレ
イルランニング。山を荒らすのではないかな、とちょっ
と心配でした。今回、「マウンテンバイカーズ白書」とい
うご著書がある平野さんにお話をうかがい、そうしたい
わゆる“新参”の森林利用の可能性を知ることができまし
た。旧来の利用者（林業者やハイカーなど）、権利者など
から歓迎されないことが多いバイカーやランナーが、林
道を整備するから走らせてほしいなどと交渉し、それが
荒れつつある山の保全につながる。高齢化や過疎化で保
全が行き届かない山や集落で、バイカーやランナーが整
備や清掃活動をおこなって住民と交流したり、林業だけ
ではたちゆかない山林にフォレストアドベンチャーの施
設を作って利用者を呼び込んだり、新しい森林の訪問・
体感利用の可能性が提示されました。多くの関係者の利
害を調整し、win-win の関係を築く突破口となりえます。
参加者からは政策にとりいれられるよう働きかけてはと
いう声もあがるなど、活発な意見交換もありました。 

  

参加人数 35 名 

GEN なんでも勉強会オンライン 
森林の訪問・体感利用 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
 地球が温暖化と寒冷化を繰り返すなかでさまざまな種が進化・発展と絶滅を繰り返し、その結果
現在の生物の多様性が成立しています。現在私たちが直面している地球温暖化に対しても同じよう
に生物多様性が維持され続けるのでしょうか。 

まず植物の移動のメカニズムを理解し、日本列島における植物の種多様性がなぜ高いかを考えま
す。さらに、現在の温暖化の特質を把握することで、これから起こりうる生物多様性や生態系への
影響を推測し、私たちが取るべき行動を考えたいと思います。 
 
日時 2023 年 12 月 18 日（月）19 時～20 時 30 分ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

報告 片山雅男さん（認定 NPO 法人環境市民理事・元神戸教育短期大学教授） 
参加費 無料 

定員 100 名 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 今回は関心が高いテーマだったようで、たくさ
んのご参加をいただきました。内容もとてもわか
りやすく、また、考えさせられるものでした。 
 まず、日本列島がその位置、地理・気象・土壌
の条件から、湿度・気温差・高低差があり、その
ために中緯度地域ではまれな植物の多様性に恵
まれていること、また、それが保たれてきたメカ
ニズム（水平移動、垂直移動）などを学びました。 
 植物は時間さえあれば種を飛ばすなどして移
動し、種を保存できますが、現在の温暖化の速度
には対応できない種があります。その種を保存し
たいなら、研究施設のようなところに囲うしかな
いかもしれません。種の多様性を保つには、温暖
化を止めるための努力とともに、絶滅危惧種の保
全のための工夫が必要だと実感しました。 

参加人数 45 名 

GEN なんでも勉強会オンライン 
気候変動と生物多様性 

地球温暖化現象がもたらす生き物や生態系への影響 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
 誰もが自由に森に入り採集もできる北欧の習慣（万人権）、入会林野＝森のコモンズなどをキー
ワードに、人と森との関係について考えてみませんか。国土の 2/3 が森林の日本では、森林が人
間の生活に深くかかわっていました。木材はもちろん、山菜やキノコなどの恵みをうけてくれして
きた歴史がありますが、近年人と森との関わりが薄くなっています。このことに懸念をいだき、遠
くなった人と自然のつながりを再生するための研究を続けておられる齊藤暖生（はるお）さんにお
話をうかがいます。 
 
日時 2023 年 11 月 22 日（水）19 時～20 時 30 分ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

報告 齋藤暖生さん（東京大学大学院農学生命科学研究科附属演習林講師） 
参加費 無料 

定員 100 名 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 まずは日本の関東から北に多くみられる、森の恵みを活用した暮らしの紹介から始まりました。

カレンダーにぎっしり書き込まれたキノコ採
集の記録、調理や保存の工夫など。なるほどと
思ったのは、キノコ採集歴の浅い人は多くの種
類のキノコを集めるけれど、ベテランはおなじ
みのおいしい種類だけを集めるという話です。 
 北欧の万人権は、人口密度の低さと関係があ
りそうで、人口密度の高い日本も同じようにと
いうわけにはいかないようです。 
 そんななかで、東大演習林である山中湖畔の
富士癒しの森研究所で積み上げてこられたさ
まざまな試みはとても興味深く、また、参加さ
れた近隣住民の方々がうらやましく思えるよ
うなものでした。整備や調査、また、「森の文
化祭」や「音楽会」の開催など、住民参加の「癒
しの森」づくりという新しい試みの今後に期待
が高まります。 
  

参加人数 21 名 

GEN なんでも勉強会オンライン 
「みんなの自然」を求めて 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
秋の箕面公園を歩いてキノコを探し、種類や特徴、どんな働きをしているのかなど、いっしょに

学んでみませんか。滝ともみじが有名な箕面公園ですが、シイ類、カシ類が共生する森では、この
時期さまざまなキノコが見つかります。講師の栗栖敏浩さんに解説していただきながら、最後には
見つけたキノコの種類や仲間を判別する作業もおこないます。キノコ観察が初めての方にも気軽に
ご参加いただけます。 
 

日時 2023 年 10 月 28 日（土）10 時～15 時ごろ 

場所 大阪府営箕面公園（箕面市） 

講師 栗栖敏浩さん（樹木医、（株）松本微生物研究所） 
参加費 700 円（保険料含む） 
定員 15 名（先着順） 

持ちもの 歩きやすい服装・靴、弁当、飲みもの、敷物、雨具、あればきのこ図鑑 
備考 少雨決行 

 
～ 開 催 記 録 ～ 

 

 
 秋の箕面、紅葉の紅葉はまだでしたが、晴天に恵まれ
てなかなかの賑わいでした。今年は梅雨明け前後の 7 月
あたりまではわりと順調にきのこが見られた記憶がある
のですが、夏の猛暑と雨が少なかったことが影響してか、
秋のきのこシーズンになってもなかなかきのこに出会え
ず、観察会当日も案の定「おーいどこだー！」と大声を
出したくなるほど探すのに苦労しました。がんばって探
すと朽ち木や枯れ枝などについた腐朽菌のきのこが徐々
に見つかり、最初はなんとなく歩いていた参加者のみな
さんも目が慣れてくると「あった！」と見つけていまし
た。約 28 種のきのこが見つかりました。ホコリタケがみ
つかるとさっそくぽふぽふ叩いて胞子をが飛び出してく
るのを見たり、ケヤキにつくコフキサルノコシカケに腰
かけてみたり、コツブタケを半分に割って中のつぶつぶ
を観察したりと、さまざまな方法できのこ観察を楽しみ
ました。 

 

参加人数 16 名 

GEN 自然と親しむ会 
秋のきのこを探しに行こう 

 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
 今年 5 月、オンラインシンポジウムのパネリストに宮崎さんをお招きし、国際ボランティア学
生協会（IVUSA）の中国での緑化活動についてお話しいただきました。IVUSA は中国での活動だ
けでなく、被災地支援や地域活性化など、大学生が主体となってさまざまなボランティア活動を展
開しています。学生ボランティアに長年関わっておられる宮崎さんに、IVUSA の活動や学生の社
会参画の意義などについてお話しいただきます。 
 
日時 2023 年 10 月 24 日（火）19 時～20 時 30 分ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

報告 宮崎猛志さん（（特活）国際ボランティア学生協会（IVUSA）理事） 
参加費 無料 

定員 100 名 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 GEN と同じぐらいの歴史を持つ国際ボランティア学生協会。社会も大学も変わる中で、いまも
全国に 2500 名の会員をもつそのパワフルな活動はどんなふうに展開されているのでしょうか。 
 最初に紹介された現代の大学生事情はコロナの影響もありいわゆる“内向き”なものでした。一人
でいるのが居心地がいいしほっとするのに孤独を感じている、コミュニケーションが不得手だけど

社会の役に立ちたい。その“社会の役に立ちた
い”気持ちを生かせる場所が IVUSA なのでし
ょう。驚いたのが、ボランティア活動を支え
る研修の充実度です。 

GEN 関東ブランチと IVUSA は西伊豆の黄
金崎でマツの再生に協力したことがあります。
足元が悪く危険も伴う作業だったのに、統率
がとれて全く危なげがなかったと関東ブラン
チの参加者は感心していました。現場で発揮
されるその力は、事前に行われるしっかりし
た研修のたまものだと、宮崎さんのお話を聞
いてわかりました。 
  

参加人数 11 名 

GEN なんでも勉強会オンライン 
ボランティア活動の現場から 

～大学生の社会参画について～ 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
地球は気候変動を繰り返しています。ときには気候変動が自然環境と人間の関係を変え、現在は

人間が気候変動を引き起こして自然環境を変えています。今回は歴史学者の村松弘一さんに、気候
変動と中国古代文明史について、「中国古代文明史の変動は黄土高原から始まった」をキーワード
に、古代の都市遺跡や馬の牧場、秦はどうして天下を統一できたのか、なぜ漢王朝が滅び「三国志」
の時代となったのか、などについてお話しいただきます。 
 
日時 2023 年 9 月 28 日（木）19 時～20 時 30 分ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

報告 村松弘一さん（淑徳大学教授・GEN 世話人） 
参加費 無料 

定員 100 名 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 歴史が大きく動くときには気候変動があった、といえばおおげさですが、実際気候変動は人類の
歴史に大きな影響を与えています。寒冷化や乾燥化などの気候変動（太陽活動や地球の変動などの
自然要因）が植物に影響を与え、それが動物に影響して人間の社会にまで影響が広がるということ
がわかりました。B.C. 5000～3000 年の温暖なヒプシサーマル期に太湖周辺に広く栄えた良渚文
化が衰退した原因とも考えられる急激な寒冷化・乾燥化の 4.2ka イベント（B.C. 2200 年）は、
今回の参加者さんからも指摘があった、エジプトの古王国の衰退など、地球規模で人類に影響を及
ぼしました。今回のお話で興味深かったのは、食料としての動物だけでなく、家畜・使役動物とし

ての動物と人間の関わりにも影響し
たという点です。乾燥化が漢族の騎
馬の利用の契機となり、漢代は大規
模な馬の飼育が行われ、寒冷化でそ
れが不可能になって漢王朝が滅ぶ。
仮説としても、魅力的なお話です。 
 そして人類が気候変動を引き起こ
して自然環境を変えている現在は、
どんな歴史となるのでしょうか。 
  

参加人数 45 名 

GEN なんでも勉強会オンライン 
気候変動が中国古代文明の歴史を変えた 

～それは黄土高原から始まった～ 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 

コロナ禍以降実施できていなかった東北海岸林再生ツアー、ようやく再開となりました。植樹は

終了しているので、本格的な作業はできませんが、毎回好評をいただいている工藤さんによる被

災・復興状況の見学と、造林地のいまの様子の見学も予定しています。 

 

日時 2023 年 9 月 2 日（土）10 時 30 分～3 日（日）15 時 

場所 宮城県仙台市、名取市、岩沼市 

内容 1 日目：被災地見学（工藤寛之さん案内） 

2 日目：ゆりりん愛護会の指導・案内で植樹、造林地見学 

参加費 18,000 円（宿泊費、レンタカー代、9 月 2 日夕食～3 日昼食までの食費、保険

料を含む。現地までの交通費は含まない） 

定員 10 名（先着順） 

 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

 今回印象に残ったのは、蒲生

干潟の再生状況でした。これま

で行ったことがなかった仙台市

北部のこの干潟は、堤防の建設

で消失するところだったのを、

ここで活動を続けていた市民グ

ループが行政に働きかけて堤防

の位置を動かし、保全した場所

です。震災前の半分ほどまで、

生き物たちは戻ってきているそ

うです。 

 また、造林地でのマツの成長

と、それを上回るクズの勢いに

驚きました。もちろん手入れを

しているところにはクズはあり

ません。植えるばかりではなく、

除草や、時期を見ての間伐など、

計画を立てて行う必要性を感じました。 

  

参加人数 10 名 

東北海岸林再生活動 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
コロナで長らく中国を訪問できずにいましたが、ようやく 8 月上旬に GEN スタッフが北京・大

同・蔚県を訪問しました。4 年ぶりに訪問する中国で目にした緑化協力地や街のようす、コロナ前
と現在の変化や、渡航までの苦労などをご報告します。 
 
日時 2023 年 8 月 30 日（水）19 時～20 時 30 分ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

報告 高見邦雄さん（GEN 副代表） 
参加費 無料 

定員 100 名 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 ビザの手配や新型コロナウイルスの検査と健康
申告の準備など出発前からいろいろ面倒だった 4
年ぶりの訪中。いざ行ってみれば時間経過とコロ
ナで変わった面もあるとはいえ、心配していたほ
どのことはありませんでした。カウンターパート
に決まってから一度も対面できていなかった北京
林学会のメンバーともリアルでミーティングがで
きました。蔚県ではプロジェクト実施が決まって
から一度も訪ねられていなかった陽眷鎮で、6 つ
のプロジェクト地と来年の候補地を訪ねることが
できました。ただ、訪中直前の水害で道路が壊れ、
蔚県で 1 か所、大同では南天門自然植物園を訪ね
ることができなかったのは残念でした。大同では
カササギの森を訪ね、立派な道路と林立する風力
発電の風車に驚きました。アブラマツとナラの測
定を行いました。管理棟前のアブラマツは樹高
10m ほどに育っていました。ノービザが復活しな
い限りツアーの実施はむずかしそうですが、機会
をみつけてまた訪中したいと思います。 
  

参加人数 45 名 

GEN なんでも勉強会オンライン 
4 年ぶりの中国訪問報告会 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 

日ごろ運動や自然観察を楽しむ、わたしたちの身近な存在である公園。日本の公園制度の始まり

とされる明治 6 年（1873 年）の「太政官布達」が発せられてから、今年で 150 周年を迎えます。

この節目の年に公園の歴史や役割について学んでみませんか。 

意外と知らない日本の公園制度について、都市公園と自然公園の違い、大阪堺市にある浜寺公園

の歴史についてなど、GEN 代表の前中久行さんにお話しいただきます。 

 

日時 2023 年 7 月 27 日（木）19 時～20 時 30 分 

場所 Web 会議システム Zoom 

講師 前中久行さん（GEN 代表） 

参加費 無料 

定員 100 名 

 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

 1873 年（明治 6 年）の太政官布達が、日本の公園制度の一大画期とされています。それまでは

大名の庭園だったり、社寺の境内だったりした 25 か所を、「万人偕楽ノ地トシ、公園ト相定メ」

ました。大阪では住吉公園、浜寺公園が指定され、今年 150 年を迎えます。 

 制度としては、営造物公園（道路や港湾空港等と同じく土地取得）と地域性公園（公共の利益の

ため私人の土地利用を一部制限）と大きくふたつに別れ、前者は皇居外苑や京都御苑、各地の国営

公園などであり、後者は国立公園、国定公園などです。また、身近な公園の多くは都市公園法のも

とに都市公園として存在していて、設置距離や面積が定められています。そのほか、制度上の定め

はないけれども誰でも楽しめる実質的な公園の役割を提供する制度や施設も多く存在し、誰でもい

つでも自由に楽しめる園地の存在が重要です。 

 ところで国立公園と国定公園の違いをご存じですか？ 国立公園は、「わが国の風景を代表する

に足りる傑出した自然の風景地」であり、環境大臣が指定し、国が管理します。国定公園は「国立

公園に準ずる優れた自然の風景地」であり、環境大臣が指定し、都道府県が管理します。特に面積

等の数値基準が設けられているわけでもない、このファジーな区分と運用、いいですよね。 

 後半では、堺市の浜寺公園が紹介されました。明治はじめから太政官布達で公園に指定されるま

でに状況が二転三転したクロマツの伐採の危機にははらはらしました。 

 大阪には浜寺公園も含めて 19 の府営公園があり、それぞれにイベントを開催したり、ボランテ

ィアが活動したりしています。一度参加してみるのはいかがでしょう。 

  

参加人数 22 名 

GENなんでも勉強会オンライン 
知ると楽しい公園のあれこれ 

 
 

 



 

～ 開 催 要 項 ～ 
 

吹田市の紫金山公園は里山が残された自然公園です。1998 年に発足した紫金山みどりの会は吹
田市の市民を中心に紫金山公園でコバノミツバツツジの管理など里山保全の活動を続けています。
昨年 9 月の GEN なんでも勉強会で紫金山みどりの会会長の武田義明さんに講演していただきまし
たが、今回、月 1 回の活動日に参加させていただきます。午前は草刈りなどをおこない、午後は
公園内での自然観察を予定しています。 
 

日時 2023 年 7 月 8 日（土）9 時～15 時ごろ 

場所 紫金山公園（吹田市） 

指導 紫金山みどりの会 
参加費 無料（ボランティア保険加入済。別途昼食代 100 円が必要です） 
定員 15 名（先着順） 

持ちもの 作業しやすい服装（長袖、長ズボン）、歩きやすい靴、帽子、弁当、飲みもの、
敷物、軍手、タオル、あれば鎌、ヘルメット（作業道具・ヘルメットは現地に
も用意があります） 

備考 少雨決行 
 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 お天気が心配でしたが、蒸
し暑かったものの結果的に
はこの季節の屋外のイベン
トには最適な曇天。梅林の草
刈りと施肥を行いました。楽
しかったので写真を多めに
載せます！ 紫金山みどり
の会のみなさんには、作業を
指導していただき、お昼には
流しそうめんをごちそうに
なりました。ありがとうござ
いました。 

参加人数 GEN から 5 名。全体で 22 名。 

GEN 自然と親しむ会 
紫金山公園で里山整備 

 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
 恐竜の子孫、鳥類。最小は 2 グラムのハチドリから、最大は 120kg のダチョウまで、その種類
は 1 万をこえます。鳥たちの驚異的な能力と体の仕組みなどを知ることで、多様性の持つ意味を
実感できるでしょう。後半は、里山のタカ、「サシバ」のお話。その生態や生活史、彼らを取り巻
く現状と大西さんが係わった大阪府内の生息状況調査をご紹介いただき、生物多様性の大切さとサ
シバの保護・保全を考えます。 
 
日時 2023 年 6 月 17 日（土）13 時 40 分～15 時 15 分 

場所 大阪産業創造館研修室 A・B（大阪市中央区）／ウェブ会議システム Zoom 
講師 大西敏一さん（バードコンサルタント） 

参加費 無料 

定員 100 名 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 本当は 2 本分の内容をひとつの講演に詰め込んでいただいて、たいへんみっしり詰まった中身
の濃いお話でした。まずは「鳥のファンを増やしたい！」と鳥の不思議のお話から。鳥の多様性や
三大特徴、「羽毛」「翼」「嘴」のそれぞれについて、バイオミメティクス、等々。また、生涯の飛
行距離が地球―月の 4 往復分に近いというキョクアジサシとか、紫外線や地磁気が見えていると

か、驚くことばかりでした。後半のサシバ
のお話では、かつては「トビの次に多いタ
カ」だったのにいまや絶滅危惧種になって
しまったサシバの生態や現状について話
していただきました。大阪府南部ではペア
の数が 40 年前の 4 分の 1 まで減ってしま
っていることが分かるなど、やはり減少が
著しいようです。原因は、開発、里山や農
村部の荒廃、農林業の衰退、他の猛禽との
競合など、一筋縄ではいきそうにありませ
んが、サシバが暮らしていける環境をなん
とか保全していきたいものです。 
  

参加人数 48 名 

GEN 第 29 回総会記念講演 
鳥たちの不思議な能力と 

里山のシンボル「サシバ」の生態・保護・保全の実態 



 

～ 開 催 要 項 ～ 
 

前中代表と歩く野の道シリーズは、歩きやすく平坦な道を歩き、おもに植物の自然観察を楽しむ
会です。 

今回は堺市にある大仙公園を訪れます。大仙公園は、仁徳天皇陵古墳と履中天皇陵古墳の間にひ
ろがる緑と歴史にかこまれた公園です。 

初夏の大仙公園を歩き、日本庭園を楽しみませんか。 
 

日時 2023 年 6 月 3 日（土）10 時～15 時ごろ 

場所 大仙公園（堺市堺区） 

案内 前中久行さん（GEN 代表） 
参加費 700 円（保険料を含む。別途日本庭園の入園料大人 200 円が必要です） 
定員 20 名 

持ちもの 歩きやすい服装と靴、弁当、飲みもの、敷物、帽子 
備考 少雨決行 

 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

  

参加人数 コンディション不良のため中止 

GEN 自然と親しむ会 
前中代表と歩く野の道シリーズ 18 初夏の大仙公園を歩く 

 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 
気候危機が深まり、その防止のために協力が必要な時に、世界は分断と戦争へ向かいつつありま

す。米中対立が深刻化する中、日本の立ち位置は難しくなる一方です。 
環境分野での協力こそ誰にとっても利益をもたらすものであり、人類と地球上の生命が生き残る

ために、いま最も求められているものだと思います。NGO の草の根協力、政府間協力の経験者か
ら話を聞き、議論を深めましょう。 
 
日時 2023 年 5 月 13 日（土）13 時 30 分～16 時 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

パネリスト 染野憲治さん（早稲田大学現代中国研究所招聘研究員） 
宮崎猛志さん（（特活）国際ボランティア学生協会理事） 
高見邦雄さん（緑の地球ネットワーク副代表） 

コーディネーター 原裕太さん（東北大学災害科学国際研究所助教・GEN 世話人） 
参加費 無料 

定員 100 名 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 
 経済でも科学技術でも、日本を追い抜いて先を行く中国。その中国で、いま、環境協力を続ける

とはどういうことなのでしょうか。大同での 25 年間の協
力で相互理解を築き上げてきた GEN の高見副代表、政府
間協力の現場で仕事をしてこられた染野さん、学生ボラン
ティアツアーを率いて中国各地で緑化協力に取り組んで
こられた IVUSA の宮崎さん、それぞれのお立場からお話
をうかがい、立体的に見ることができました。 
 政府間の環境協力は、技術レベルではどちらかが一方的
に教えるのではなく、お互いに相手の優れたところに学ぶ
ことが必要だということでした。また、IVUSA の学生さ
んたちが主体的に生き生きと活動するようすはとても勉
強になりました。世界の分断がすすむいまだからこそ、地
球環境のためにも、相互理解のためにも、環境協力を突破
口に関係を保つことが大切だと思います。 

参加人数 59 名 

オンラインシンポジウム 
環境に国境はない！ 相互理解と国際協力の出発点 



 
～ 開 催 要 項 ～ 

 

昨年 8 月の GEN なんでも勉強会では京大芦生研究林のシカ害について学びました。農業への獣

による被害をニュースなどで目にする機会も多くあります。 

一方でジビエや狩猟女子などといった言葉がトレンドに上がるようになってきました。 

狩猟の実際のようすを、会社勤めのかたわら狩猟免許を取得して京都で狩猟を続けておられる稲

垣文拓さんにお話しいただきます。 

 

日時 2023 年 4 月 19 日（水）19 時～20 時 30 分ごろ 

場所 ウェブ会議システム Zoom 

講師 稲垣文拓さん（GEN 会員） 

参加費 無料 

定員 100 名 

 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

 稲垣さんは猟そのものに関心があって猟を始めたのではないそうです。「美味しいものは自分で

作る！」と始めた田んぼの稲穂が全部見事にシカにかじられ、移り住んだ京都西山のご近所さん（高

齢者多し）もみなさん獣害に困っておられる。ネットにからんで死んだシカの処理を猟友会に頼ん

だことがきっかけで、自分もやってみようと始められました。わな猟と、装薬銃をつかえる第一種

免許を取得、会社勤めのかたわら 2 頭の愛犬とともに猟に従事しておられます。 

意外だったのは猟に関心がある若い人がそれなりにいるということ。ただし体験してみても、安

定的な収入が保障されるわけでもなく、また、「思ってたのと違う」こともあり、続ける人は多く

ないそうです。先日山焼きの技術が失われているという話をうかがいましたが、猟も同様、高齢の

猟師がもつノウハウを受け継ぐべき人が

あまりに少なく、継承が危ぶまれるとのこ

と。それでも、稲垣さんが思い描く未来に

は希望があることが印象的でした。 

 画像左下写真の真ん中の食事の材料は、

すべてお住まいから半径 5km 以内でとれ

たものとか。手間もひまもかかるけれど、

暮らしを営むというのはこういうことな

んだなと考えさせられました。 

  

参加人数 22 名 

GENなんでも勉強会オンライン 

京都西山へっぽこ猟師のものとり話 



 

～ 開 催 要 項 ～ 
 

前中代表と歩く野の道シリーズは、歩きやすく平坦な道を歩き、おもに植物の自然観察を楽しむ
会です。 

今回は堺市にある大仙公園を訪れます。大仙公園は、仁徳天皇陵古墳と履中天皇陵古墳の間にひ
ろがる緑と歴史にかこまれた公園です。 

4 月の大仙公園で自然観察を楽しみませんか。園内にある日本庭園も訪れる予定です。 
 

日時 2023 年 4 月 15 日（土）10 時～15 時ごろ 

場所 大仙公園（堺市堺区） 

案内 前中久行さん（GEN 代表） 
参加費 700 円（保険料を含む。別途日本庭園の入園料大人 200 円が必要です） 
定員 20 名 

持ちもの 歩きやすい服装と靴、弁当、飲みもの、敷物、帽子 
備考 少雨決行 

コロナ対策の上おこないますが、状況により変更・中止の可能性があります。 
 
 

～ 開 催 記 録 ～ 
 

 

参加人数 雨天のため中止 

GEN 自然と親しむ会 
前中代表と歩く野の道シリーズ 17 春の大仙公園を歩く 

 




